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ね
鋼

０
１３
製
品
が
対
象
で
す
。

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
蛍
光
灯
器
具
、
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
調
理
機
器
、
ガ
ス
温
水
機
器
、
石
油
温
水
機
器
、
電
気
便
座
、

電
子
計
算
機
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
、
変
圧
器

※
家
電
製
品
の
省
エ
ネ
性
能
の
比
較
、
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
、
上
手

な
使
い
方
な
ど
を
ま
と
め
た
性
能
カ
タ
ロ
グ
を
常
備
し
て
い
ま
す
。

翻
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
　
Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１
●

値
）
を
達
成
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
ラ
ベ
ル
に
表
示
す

る
も
の
で
す
。
カ
タ
ロ
グ

な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
省
エ

ネ
性
能
が
高
い
製
品
を
選

ぶ
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

省

エ
ネ
基
準
を
達
成
し

た
製
品
は
、
緑
色
の
マ
ー

ク
が
表
示
さ
れ
、
未
達
成

の
製
品
に
は
オ
レ
ン
ジ
色

の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
緑
色

の
マ

ー
ク
が
つ
い
た
も
の
が
省

エ
ネ
効
果
が
よ
り
高
い
製

品
で
す
。

省

エ
ネ
ラ
ベ
ル
が
表
示

さ
れ
る
製
品
は
全
部
で
１３

品
目
で
す
。
ラ
ベ
ル
を
し
つ

か
リ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
家

計
に
や
さ
し
い
お
得
な
製

品
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
０
０
０
年
８
月
に
で
き
た
「省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ

制
度
」
は
、
家
庭
用
機
器
が
国
の
省
エ
ネ
基
準
（目
標

消
費
者
の
強
い
昧
方
！

bJ/

覇

|■

これがホントのおトク!
電気代も含めてトータルで考えると、省エネ型製品の方がやっばりおトク

ー ーーーー 8～ 12畳用(冷房能力2.3kW)のエアコンの例 ―――――=“
)

■

■
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品
　
　
　
　
　

品

理
　
　
　
　
　
　
製

０
６２７

彎 彎 彎 靱 警 ,甲興 暉 甲甲 甲 雪
口
"暉
甲  』 野 臓 恥

407,000■   4年   8年  12年  願 自 嘔甲
由 出 轟 %【 幽 饉 饉 饉 嚢 饉 繭 融 ,画出 饉 富 ビ 軍 搬 薔

年間電気代19,70円     ‐
響 噸 r'

甲 鴨 螂 攀闘

「

轟
‐
螂 訃 獅 繭 1檸膵 瘍 蜆

鶉 晰 眈 蒟 鶉 楼 隕 銀 日 圏 饉卜 轟 由
年間電気代26.250円        トータル398.000円

/ 四　　　　ＣＯＰ輌
ヽ

● C

今村 崇義さん

| そう た

高森・津留 21歳

●お仕事
益城町の木材店で働い

ています。

●趣味
サッカー。バスケット。

●一番やりたいこと
バスケットの試合を見

に行きたい。

●理想のタイプ

明るくてやさしい人。

安方 颯太くん

l

2歳

F_●  ● ウルトラマン、毎日お仕事ご苦労さ
まです。僕もお兄ちゃんといっしょに、

幼稚園がんばります l

父 安方 竜也さん
母     恵さん

(色見・中園)

高森町の人口の動き
世帯数/2,711戸 (-1)
男 :3,588人 (+1)/女 :3,962人 (-14)
総 数/7,550人 (-13)
(平成18年 1月 31日 現在 )

燿2i=:目]鰤屁書警‖饉躙塚量鯰颯蜀勒;吻鱚NI■
」し 春も過ぎましたが暦の上でのこと、まだまだ寒い日が

上` 続いていますが風邪など引いていませんか?イ ンフル

エンザの治まりも今しばらくというところでしょうか。

トリノオリンピックが開幕し、代表選手の活躍を深夜まで

観戦して、やや寝不足感があります。そういえばアテネオリ

ンピックのときも相当な寝不足だったように思います。一生

懸命頑張っている選手たちの姿は見ていて感動的なものです

が、日々の業務に支障ない程度にしなければ・・・と自分に

言い問かせる今日この頃です。

高森町マスコット

llO,559 +nr8+3EsE#ri
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamOtO.jp/
印刷/(株 )熊本新生社印刷

I己 華 {}〔}古紙配合率100%1与 ′L紙を使用しています

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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3/囃饂
役場支払日 心配ごと相談 /

笑 13:00～
野菊の会 /朋
10:00^ψ

どぎゃん会 /朋
9:30～

ギ),
|11..‐.■

4■

万年青会/上
10:00～
友遊 クラブ/美
13130～      |

:ニ

楽しい健康づくり
の会/河
13:30～

蛯 与

言軋

新酒とふるさと
の味まつリラス
トイベント/駅
12:00～

役場支払日
高森温泉館休館日
/温

すこやか子育て
のつどい/芙
10:30^‐
友遊クラブ/芙
13:30～

6か 月児相談 /1
高 9:30ヘン   |
3か 月児健診 /1
F■  13:30へ  ́ :

磋

友遊 クラブ/芙
13:30～

機能訓練あゆみ会/
温 13:30～

年金相談/高
10:00′ ン`15:00

役場支払日 献血/高
9:30^´
育児・児童相
/美 13:00～

4/

T akamori alendar たかもリカレンダー  ■3月 5日 ～ 4月 8日

芙
朋
上

芙
朋
上 〈

Ａ

館
館
集

蓉
遊
町

河 '可原総合センター
駅 高森駅前公園
温 高森温泉館

高・高森総合センター 腱
所

D

●

●

おくヤみもうにめげます ありか`
｀
どうぎぎヽ ま`した (敬称略)

2006年 1月 受付分 (敬称略)

[住 所]

高森・下 町

高森 。上在

高森・津 留

高森 ・ 森

河原・黒 岩

高森・上 在

高森・ 森

高森・ 森

高森・横 町

[死亡者]

甲斐タツエ

釘宮 サワ
津留マサ子

岩下ツヤ子

森  鶴美
佐藤 次俊
岩下  亀
甲斐 員一
西脇 静子

[御遺族]

甲斐 光志
釘宮 昭人
津留 睦夫
岩下 武尚
森  助郎
佐藤イチ子

岩下ユリ子

甲斐タヱ子

西脇 正隆

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>野尻ムッ子
甲斐タヱ子

岩下 昭久
<―般寄付>高森町民生

吉良 禎人
岩下  清

佐藤イチ子

西脇 正隆

児童委員協議会

大塚 弘倫

23 TAKAMoRI TowN-2006.3
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冒
し
て
行
わ
れ
る
農
業
の
営
み
で
あ
り
、

草
原
環
境
を
守
る
大
切
な
作
業
の

一
つ
で

す
。
こ
の
野
焼
き

へ
の
理
解
を
深
め
、
草

原
環
境
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
当
日
は

阿
蘇
市
郡
内
で
行
わ
れ
る
野
焼
き
を
見
学

し
、
実
際
に
野
焼
き
を
行

っ
て
い
る
方
々

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。
野
焼
き
見
学
後

は
、
環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

一
緒
に
野
焼

き
後
の
草
原
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
活
動
テ
ー
マ

草
原
が
燃
え
る
日

○
対
　
象

小
学
４
年
生
～
中
学
生

（３０
名
程
度
）

○
活
動
日

３
月
１２
日
（日
）
午
前
８
時
～
午
後
３
時

○
活
動
地

阿
蘇
市

○
集
合

・
解
散

当
日
は
貸
し
切
リ
バ
ス
が
出
ま
す
。
立

野
駅
、
阿
蘇
駅
か
ら
乗
降
可
能
で
す
。

○
持
ち
物

昼
食
、
活
動
し
や
す
く
汚
れ
て
も
大
丈

夫
で
あ
る
服
装
。

○
活
動
実
費

５
０
０
円

（保
険
代
、
教
材
費
、
活
動

写
真
代
な
ど
）

輻
お
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
九
州
地
区

事
務
局
　
野
外
教
育
研
究
所
１
０
Ｅ

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

７

‐

６

９

２

２

小
・中
学
生
や
小
さ
い
子
ど
も

を
狙
っ
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る

昨
今
、
「
子
ど
も
た
ち
に
何
か
あ

っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
何
か
あ
る

前
に
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
お
こ

う
」
と
１
月
２７
日
、
警
察
や
学
校
、

地
域
団
体
な
ど
が
参
加
し
て
「児

童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
対

策
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
に
は
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
き
ち
ん
と
し
た
対
策
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

の
心
が
ま
え
や
対
処
法
を
普
段

か
ら
子
ど
も
に
教
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

・
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が

ら
自
宅
で
勉
強
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
月

平
均
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
積
み
重

ね
、
３
年
で
高
校
が
卒
業
で
き
ま
す
。

・
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
年
齢
不
間
、

勤
労
者

・
主
婦

・
生
涯
学
習
を
目
指
す

高
齢
者
等
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

○
願
書
受
付

３
月
３０
日

（木
）
ま
で

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
・熊
本
校

■
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
３
３
０

移
動
献
血
車
が

来
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
日
　
時

３
月
３０
日

（木
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時
３０
分

午
後
０
時
３０
分
～
午
後
４
時

○
場
　
所

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

晰
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

子どもを
犯罪から守る

子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ

や
す
い
犯
罪
で
重
大
な
も

の
に

「誘
拐
」
「
わ
い
せ
つ

行
為
」
「
暴
行

・
恐
喝
」
が

あ
り
ま
す
。
わ
い
せ
つ
行
為

の
被
害
者
は
女
児
だ
け
に

限
ら
ず
男
児
の
ケ
ー
ス
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

恐
喝
の
被
害
者
は
約
９
割

が
男
児
で
す
。

最
も
犯
罪
が
多
発
す
る

時
間
は
、
午
後
２
時
～
６
時

と
い
う
下
校
時
～
夕
食
時

と
い
う
時
間
帯
で
す
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
日
々
の
生
活
の

中
で
の
防
犯
指
導
が
必
要
で

す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
指
導
し
、
次
の
４
つ
の
こ

と
を
く
り
返
し
教
え
、
習
慣

化
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

の
ポイント

ι

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎3月のテーマ
隋月曜 日

耳鳴 りについて

鰈火曜 日
自閉症とは

鰈水曜 日
メタボ リック症候群

隧木曜 日
本ワイ トニング

は金曜 日
MRワクチンってなぁ―に?
蝙土曜 日・ 日曜日

性教育シリーズ⑤

●  ●

●   ●

※危険な目にあつたら、

必ず、「今日こんなこと

があった」と家の人に

話すように子どもに指導

してください。なお、子
どもが何でも話ができ

るよう日ごろのコミュニ

ケーションを大切にしま

しよう。

3 rexeiraoRr rov,N-20o6.3

3月 12日

3月 19日

4月 9日

4月 16日

南郷谷整形外科医院

平 田 医 院

TE1 62-3351

T肌 62-0216

TI〕L68-0111

TE1 68-0111

TE1 62-0378

TEL 62-3351

TE1 67-1777

3月 26日 立 野 病

4月 2日  寺 崎 医

,4=´

|ク■

rに'
|ウ E

た
=´
|クt

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

子
ど
も
を

犯
罪
か
ら
守

る
た
め
の
民

間
協
力
の
商

店
・
事
業
所
・

民

家

等

で
、

営
業
時
や
在
宅
時
に
子
ど
も
が
助
け
を

求
め
て
き
た
と
き
に

一
時
的
な
保
護
と

警
察
等
へ
の
通
報
を
し
て
く
れ
る
の
が

「子
ど
も
「
１
０
番
の
家
」
で
す
。
子
ど

も
と

一
緒
に
場
所
を
確
認
し
た
り
、
ど

の
よ
う
に
助
け
を
求
め
る
か
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
！

子
ど
も
が
被
害
者
に
な
る
犯
罪
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
犯
罪
多
発
時
間
帯
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。　
一
人
で
遊
ん
で
い
た
り
、
遅
く
ま

で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に
は
早
く
帰
る
よ

う
促
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
似
合

い

な
子
ど
も
連
れ
を
見
か
け
た
ら

一
声
か
け

る
か
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
、
学
校
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
連

携
し
て
防
犯
対
策
を
す
る
こ
と
が
、
子
ど

も
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
お
互
い
に
協
力
し
て
、
子
ど
も
に
と
っ

て
安
全

。
安
心
な
地
域
に
し
ま
し
よ
う
。

22
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名工  事

高森東保育園建築工事 H18131´ ヤH18.3.31

工   期 契約金額 (円 )

58,695,000円

請 負 者
(株)草村企業

高森東保育園電気設備工事 H18.1.31～ H18.331 6,184,500円 (有)平田電工

高森東保育園機械設備工事 H18.1.31´ VH18.3.31 15,330,000円 東栄設備工業(株 )

色見生涯学習センター校舎解体工事 H181.31´―H18.3.24 6,867,000円 (有)幸明開発

川上・胡桃原線災害復旧工事 H18.1.31～ H18.3.27 5,155,500円 (有)後藤建設

大戸ノロ・本河原線 2号箇所災害復旧工事 H18.1.31´ VH18.3.27 13,020,000円 (株)草村企業

入 札 結 果

子ども

110番
の家

証
豪
詠
一一■

熊 本
096

]‐

■0.
●

●

ｒ

『

腱議建類を

瑕
圏■

曰

」

1・ ill遡‖III

群

外出時には、必
「行き先」を言う
|1外出時には

「

必工 誰と、ど
|こで1詢睦薔|る力■1綺蒔きる帰う

詣1轟織1議難
轟費戯寧警蓄|||
【■人で遊ばない】

111講響 :鷲竜震
=|警1警1菖|な1棄1賛i震蹴室|:‐ |を |

4がで書1毒●

'こ

救助できますまで
|きる議,■人で遊ばないようにして
|(ださい:●また、年少者は保護者
10自0餞くところで遊ばせましょう。

知らない人に
ついて行かない

蜻躊
I

大きな声で
助けを呼ぶ

|1澪4ていかれそ0●
=●
●||

大きな声で
―
「助けて■11■と嶽|れ|

でください:しかしtl方■危機
な目にあつても、恐怖心で声が
出せない、助けを呼べなし`という
たことも考えらねます。日頃かう
何かあつたら「助けて‐l」 と大

ださしヽ

500万円以上

診療は午前9時から午後5時まで
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平
成
１８
年
度
（前
期
）
技
能
検
定
　
　
公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
　
　
　
「
阿
蘇
家
文
書
修
復
完
成
記
念

・

阿
蘇
の
文
化
遺
産
展
」
（仮
称
）

○
期
　
間

９
月
８
日

（金
）
～
１０
月
２２
日

（日
）

○
開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
３０
分

○
会
　
場

熊
本
県
立
美
術
館
本
館
　
２
階
展
示
室

○
観
覧
料

一　
般
　
６
０
０
円

（５
０
０
円
）

大
学
生
　
４
０
０
円

（３
０
０
円
）

高
校
生
以
下
　
無
料

※
（　
）
は
前
売

・
団
体
２０
名
以
上
料
金

※
同
時
開
催

の
特
別
展
と
同
時
購
入

（セ
ッ
ト
券
）
の
場
合
は
１
０
０
円
割
引

○
内
　
容

『阿
蘇
家
文
書
』
全
３４
巻
及
び

『阿
蘇

家
文
書
写
』
３６
冊
、
阿
蘇
神
社
と
阿
蘇

家
所
蔵

の
中
世
文
書
、
西
巌
殿
寺
蔵

十

一
面
観
音
像
ほ
か
、
浜
館
出
土
宝
物
、

阿
蘇
信
仰
に
か
か
わ
る
神
像
彫
刻
や
絵

画
、
工
芸
品
な
ど

（国
指
定
重
要
文
化

財
４
件
３
２
８
点
）

○
関
連
行
事

連
続
セ
ミ
ナ
ー

９
月
２３
日

（土
）
、
９
月
３０
日

（土
）
、

１０
月
７
日

（土
）

※
熊
本
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催

日
本
古
文
書
学
会

１０
月
１４
日

（土
）
、
１０
月
１５
日

（日
）
、

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技
能
を
検

定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
技
能
の
国
家

検
定
制
度
で
す
。

個
人
の
能
力
の
証
明
と
し
て
、
ま
た
企

業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
熊
本
県
に
つ
い
て
は
１
級
～
３

級
の
区
分
に
応
じ
「機
械
加
工
」
や
「塗
装
」

な
ど
３３
職
種

（予
定
）
に
わ
た
っ
て
前
期

技
能
検
定
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

○
受
検
申
請
受
付

４
月
４
日

（火
）
～
４
月
１４
日

（金
）

○
実
技
試
験

６
月
１２
日

（月
）
～
９
月
１０
日

（日
）

○
学
科
試
験

７
月
３０
日

（日
）
★
、
８
月
２０
日

（日
）

８
月
２７
日

（日
）
、
９
月
３
日

（日
）

○
合
格
発
表

８
月
２８
日

（月
）
★
、
１０
月
３
日

（火
）

※
★
印
は
金
属
熱
処
理
除
く
３
級
職
種
が

対
象
で
す

※
熊
本
県
で
実
施
予
定
の
職
種
に
つ
い
て

は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
職
種
に
よ
り
試
験
日
は
異

な
り
ま
す
。
（実
施
日
程
に
つ
い
て
は

６
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

技
能
検
定
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

４

‐

１

７

１

１

独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機
構

熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
年
者
公
共
職
業

訓
練

（職
場
実
習
付
）
「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス

科
阿
蘇
コ
ー
ス
」
実
施
に
伴
い
、
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
し
た

３５
歳
以
下
の
離
職
者
の
方
々
に
対
し
て
、

再
就
職
に
有
利
に
な
る
よ
う
各
地
域
の
専

門
学
校
等
を
利
用
し
て
職
業
訓
練
を
実
施

し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業

に
必
要
な
知
識

・
技
能
を
習
得
で
き
る
よ

う
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
入
学
金
、

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
や

そ
の
他
の
経
費
と
し
て
１
７
，
５
０
０
円

程
度
の
自
己
負
担
金
が
必
要
で
す
。

○
募
集
定
員

２０
名

（た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

○
訓
練
期
間

４
月
６
日

（本
）
～
８
月
２８
日

（月
）

○
訓
練
会
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

（阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
番
地
）

○
お
申
し
込
み
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
８
６
０
９

■
お
問
い
合
わ
せ
先

雇
用

・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー

委
託
訓
練
係

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

６

１

５

１

０

２

「
子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

１０
月
１６
日

（月
）

※
１４
日
、
１５
日
は
熊
本
大
学
で
開
催

１６
日
は
熊
本
県
立
美
術
館
の
特
別

閲
覧
日
と
し
ま
す
。

活
動
参
加
者
募
集

「
子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
参

加
す
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

阿
蘇
く
じ
ゆ
う
国
立
公
園

（阿
蘇
地

域
）
に
広
が
る
大
草
原
は
、
千
年
の
昔
か

ら
人
々
が
放
牧
や
採
草
に
利
用
す
る
こ
と

で
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
生
活

様
式
の
変
化
や
農
業

・
畜
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
変
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
草
原
が
利

用
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
の
環
境
の
劣
化
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
環
境

省
九
州
地
方
環
境
事
務
所
で
は
、
阿
蘇
の

「草
原
再
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度

の
九
州
地
区

「
子
ど
も

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
活
動
は
、
「
阿

蘇
の
草
原
」
を
テ
ー
マ
に
行

っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
草
原
再
生
の
取
り
組
み
と
連
携

し
な
が
ら
、
未
来
の
阿
蘇
の
草
原
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
阿
蘇
の
草
原
環
境
に
つ
い

て
楽
し
く
学
習
す
る
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
活
動
は

「
草
原
が
燃
え
る
日
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
い
ま
す
。
阿
蘇
の

春
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
野
焼
き
で
す
が
、
生
命
の
危
険
ま
で

草部南部生涯学習センター
1

尾
|

2倍した金額
使用の場合 2,000円 、
した金額

する場合は 2倍 した金額
1,000円 を加算した金額

2倍した金額

る場合は 2倍 した金額

※町外

※町外居住者が使用する場合は2倍 した金額

センター

※日T |よ 2倍 した金額

※日]夕ヽ る場合は2倍 した金額

●   ●

′
４

21 TAKAMORI TOWN-2006.3

400円グラウンド(1/4面使用)

グラウンド(半面使用) 800円

グラウンド(全面使用) ],500円

研 修 室 (―室使用) 200円

],000円研 修 室 (全室使用)
体 育 館 (半面使用) 300円

体 育 館 (全面使用) 600円
200円グラウンド

グラウンド(半面使用) 200円
400円グラウンド(全面使用)

体 育 館 (半面使用) 300円

600円体 育 館 (全面使用)
200円グラウンド

研 修 室 (―室使用) 200円

研 修 室 (全室使用) ],000円

300円体 育 館 (半面使用)
体 育 館 (全面使用) 600円

グラウンド 200円

研 修 室 (―室使用) 200円

],000円研 修 室 (全室使用)
体 育 館 (半面使用) 300円

体 育 館 (全面使用) 600円
200円グラウンド

体 育 館 (半面使用) 300円

体 育 館 (全面使用) 600円
研 修 室 (一室使用) 200円

研 修 室 (全室使用) ],000円

グラウンド 200円

TAKAMORl:NF0

料金

※町外居住者が使用する場合は2倍 した金額

色見鰹冬螂由センター 高森町車部グラウンド

高森自然撃校

区   分 1時間当たりの使用料金区   分 1時間当たりの使用料金

区■ |■1分 1時間当たりの使用料金区 ■|‐■分 ,時間当たりの使用料金

区|■■1分 ■時間当たりの使用料金燿隕隕鰈躊 ,時間当たりの使用料金

区   分 圏願聖□図夏壺囲団区   分 ■時間当たりの使用料金



○
当
日
の
手
続
き

電
話
加
入
権
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、
当

日
売
却
代
金
を
納
付

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
利
用
権
を
落
札
さ
れ
た

場
合
、
３
月
２０
日

（月
）
に
売
却
代
金

を
来
局
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

国
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

１

１

１

１

１

（内
線
３
２
１
）

労
働
基
準
監
督
署
の
再
編
整
備

熊
本
労
働
局
で
は
、
管
内
の
行
政
需
要

等
の
変
化
に
対
応
し
、
効
率
的
・機
動
的
な

行
政
運
営
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
阿

蘇
労
働
基
準
監
督
署
を
廃
止
し
、
平
成
１８

年
３
月
３１
日
（金
）
付
け
で
菊
池
労
働
基
準

監
督
署
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
阿
蘇
市
及
び
阿
蘇
郡
各

町
村
の
皆
さ
ま
は
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日

（金
）
以
降
は
左
記
の
菊
池
労
働
基
準
監
督

署
を
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
菊
池
労
働
基
準
監
督
署
は
組
織

体
制
を
充
実
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

○
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

菊
池
市
大
琳
寺
２
３
６
‐
４

加
０
９
６
８
‐
２
５
‐
３
１
３
６

は
お
問
い
合
わ
せ
先

※

熊
本
労
働
局
総
務
部
企
画
室

Ⅲ
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
１

肝
界
‐に
卜
永‐‐‐無
雌
鷹
和
難
襲
．

の
設
置
を
！

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
「境

界
標
設
置
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
中
で
す
。

近
年
、
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
土

地
活
用
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
は
、
確
定

し
た
境
界
に
永
続
性
の
あ
る
境
界
標
を
埋

設
し
、
そ
れ
を
地
積
測
量
図
上
に
表
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
境
界
紛
争
を
未
然
に
防

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
に
、
隣
接

土
地
所
有
者
立
会
の
上
、
永
続
性
の
あ
る

境
界
標

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、
金
属
標
等
）

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
境
界
標
は

と
き
ど
き
確
認
す
る
な
ど
し
て
自
分
で
管

理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

※
毎
月
第
１
・第
３
土
曜
日
午
後
１
時
～
午

後
４
時
ま
で
「境
界
問
題
相
談
所
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

財
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

■
０
９
６
‐
３
７
２
‐
５
０
３
１

Ｏ
Ｉ
種
試
験

・
受
験
資
格

①
昭
和
４８
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

・

卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
者

・
申
込
受
付
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
４
月
１０
日

（月
）

・
第
１
次
試
験
日

４
月
３０
日

（日
）

Ｏ
Ⅱ
種
試
験

・
受
験
資
格

①
昭
和
５２
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学
・短
大
・

高
専
を
卒
業

・
卒
業
見
込
及
び
人
事

院
が
同
等
と
認
め
る
者

・
申
込
受
付
期
間

４
月
１４
日

（金
）
～
４
月
２５
日

（火
）

。
第
１
次
試
験
日

６
月
１８
日

（日
）

○
国
税
専
門
官
採
用
試
験

・
受
験
資
格

①
昭
和
５４
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

・

卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
者

・
申
込
受
付
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
４
月
１４
日

（金
）

。
第
１
次
試
験
日

６
月
１１
日

（日
）

○
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

・
受
験
資
格

①
昭
和
５２
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業

・

卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
者

・
申
込
受
付
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
４
月
１４
日

（金
）

。
第
１
次
試
験
日

６
月
１１
日

（日
）

○
法
務
教
官
採
用
試
験

・
受
験
資
格

①
昭
和
５２
年
４
月
２
日
～
昭
和
６０
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

平
成
１９
年
３
月
ま
で
に
大
学
・短
大
・

高
専
を
卒
業

・
卒
業
見
込
及
び
人
事

院
が
同
等
と
認
め
る
者

・
申
込
受
付
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
４
月
１４
日

（金
）

。
第
１
次
試
験
日

６
月
１１
日

（日
）

趙
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

■
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

2倍 した金額

高森田朋遊館

者が使用す

※冷暖房を使用する

試
験
」L

^選当■
「

"暉
¬
「畿路
月日
●饉
¬ F

=目■
=FttF
●L
ー

●   ●

●   ●
級・2級及び療

1・ A2 、そ

害者手帳及び

れない者)|よ高齢者と同額

高森総
Zヽ 4暉
ロ ヒ

た金額0
※冷暖房を使用 1,000円

5 terenroRl To\vN-2006.3 20

研 修 室 (―室使用) 200円

研 修 室 (全室使用) ],000円

体 育 館 (半面使用) 300円
600円体 育 館 (全画使用)

グラウンド 200円

テニスコート(一面使用) 1,500円

会 議 室 500円

多 目 的 室 500円

展示ギャラリ 300円

和洋会議室 400円

400円調理実習室

全 館 使 用 800円

無  料3歳 以 下
4歳以上小学生以下 ]00円 200円

中学生以上 200円 400円

高齢者
(老人保健法による老人

医療医療受給者)

]00円 400円

1,600円大 会 議 室 (全面使用)

大 会 議 室 (半面使用) 800円

中 会 議 室 800円
800円禾日    E菫 |

調理実習室 800円

交 流 室 600円
600円研 イ1多  室

調 理 室 600円

その他の室 600円
2,100円全館使用 (浴室を除く)

_■_ △  ==ЁI に■ョ
ノ＼ Zヽ 日我 ヨ三 800円

調理実習室 400円

その他の室 400円
1,600円

_卜 △ =:=弓 ¬ノ＼ Zヽ 醐成 ヨ三 800円

健康管理保健相談室 400円

その他の室 400円

全 館 使 用 ],600円

◎お知らせのべ〒ジ

４
月
１
日
改
定

・
町
営
施
設
使
用
料
金

の

と

※町外居住者が使用する場合は1.000円を力日算した金額
※冷暖房を使用する場合は 300円を加算した金額

温泉入浴料

高森町民体育館

※町外居住者が使用する場合は 2倍 した金額
※照明及び冷暖房を使用する場合 |よ L000円 を加算し
た金額

※イベン ト等に使用する場合は全館使用とみなし、1日

当たり (8時間)20,000円 とし、冷暖房を使用する
場合 |よ 10,000円を加算した金額

※町外居住者が使用する場合は1,000円を加算した金額
※暖房を使用する場合は 300円を加算した金額

野尻総含センタニ

※暖房を使用する場合は 300円を加算した金額

‐
区   分区| 1分

区   分 1時間当たりの使用料金

区   分 1時間当たりの使用料金

=1 
分 |■離厳哺料金■外使用料金

無  料

区 ■ 分 1時間当たりの使用料金

全 館 使 用

~区
■ 1分

遂・  分



障害施策が大きく変わり、一層充実されます

平成18年4月、
障害者自立支援法が
施行されます

ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
～

「就
職
活
動

へ
踏
み
出
す
自
信
が
な
い
」

「
仕
事

へ
の
意
欲
が
持
て
な
い
」
…
こ
ん

な
若
者
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
熊
本
県

で
は
「若
者
チ
ヤ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
委
託
を

受
け
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
県
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
」
が
、
電
話
や
メ
ー

ル
相
談
の
ほ
か
、
職
業
訓
練
な
ど
も
行

っ

て
い
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

○
相
談
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

醸
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

２

‐

７

１

５

５

関
す
る
基
本
計
画
」
策
定

県
で
は
、
平
成
１７
年
１２
月
に

「熊
本
県

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
よ
り
、
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
を
犯
罪
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
と

据
え
、
特
に
未
然
防
止
に
力
を
入
れ
る
と

と
も
に
、
被
害
者
の
立
場
に
立

っ
た
相
談

か
い
自
立
支
援
ま
で
の
体
制
整
備
、
子
ど

も
に
対
す
る
取
り
組
み
等
、
８
つ
の
施
策

を
柱
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
容
認

し
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ジ
ウ
ム
」
開
催

県
で
は
、
「熊
本
県
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る

基
本
計
画
」
の
策
定
に
伴
い
、
く
ま
も
と

Ｄ
Ｖ
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
基
本
計
画
と
未
然
防
止
を

テ
ー
マ
と
し
た

「講
演
会
」
や
、
ク未
然
防

止
教
育
ク
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

高
校
生
を
交
え
た

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
で
す
。
「
Ｄ
Ｖ
未
然
防
止
」
と

そ
の
教
育
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
時
間
で
す
。
た
く
さ
ん
の

方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

３
月
ｎ
日

（土
）

午
後
１
時
１５
分
～
午
後
４
時
１５
分

○
場
　
所

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

等
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

地
元
民
間
金
融
機
関
、
住
宅
金
融
公
庫
、

熊
本
県
の
３
者
が
協
力
し
、
長
期
固
定
金

利
の
住
宅
ロ
ー
ン

「
フ
ラ
ッ
ト
３５
」
を
利

用
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（Ｕ
Ｄ
）

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
る
方
に
対

し
て
、
金
利
等
の
優
遇
措
置
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
本
部
住
宅
課
計
画
係

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

３

３

‐

２

５

４

７

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

７

‐

３

７

０

３

鳥
獣
保
護
法
に
基
づ
く
狩
猟
免
許
ま
た
は

捕
獲
許
可
を
持
た
ず
に
、
と
ら
ば
さ
み
、
は
こ

わ
な
等
の
猟
具
を
使
用
し
、
野
生
の
鳥
獣
を

捕
獲
す
る
こ
と
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
獣
保
護
法
に
違
反
し
て
、
野
生
の
鳥

獣
を
捕
獲
し
た
場
合
は
、
１
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

と
ら
ば
さ
み
、
は
こ
わ
な
等
の
猟
具
を

使
用
し
、
野
生
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
、

狩
猟
期
間

（１１
月
１５
日
～
２
月
１５
日
）
で

あ
れ
ば
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
上
で
狩

猟
者
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
狩
猟
期
間
以
外
で
あ
れ
ば
、
県
及

び
市
町
村
が
交
付
す
る
捕
獲
許
可
の
従
事

者
に
な
ら
な
け
れ
ば
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
。

従
事
者
に
な
る
に
は
原
則
狩
猟
免
許
を
取

得
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

狩
猟
免
許
試
験

（筆
記
、
適
正
及
び

技
能
）
は
、
例
年
、
県
が
７
月
か
ら
８

月
の
期
間
に
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

綸
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

の
公
売

阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
で
は
、
次

の
と
お
り
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

正
規
の
手
続
費
用
と
比
べ
る
と
、
安

価
で
購
入
で
き
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
電
話
加
入
権
等

の
取
得
を
お

考
え

の
方
や
、
公
売
に
つ
い
て
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
情
に
よ
り
公
売
を
中
止
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
公
売
日

３
月
１０
日

（金
）

○
入
札
開
始

午
後
１
時
３０
分
か
ら

（で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
）

○
場
　
所

阿
蘇
地
域
振
興
局
１
階
中
会
議
室

○
準
備
す
る
も
の

。
現
金

（２
万
５
千
円
以
内
）

・
印
か
ん
（個
人
の
場
合
、
認
印
で
可
）

・
筆
記
用
具

障害者が地域で安心して暮らせる

社会の実現を目指します
障害保健福祉施策は、平成 15年度からノーマライゼーションの理念に基づいて導入された
支援費制度により、飛躍的に充実しました。

しかし、次のような問題点が指摘されていました。

0身体障害・矢目的障害・精神障害といった障害種別ことに縦割りでサービスが提供されており、施設・
事業体系がわかりにくく使いにくいこと

0サービスの提供体制が不十分な地方自治体も多く、必要とする方々すべてにサービスが行き届いて
いない (地方自治体間の格差が大きい)こと

費用負担のルールでは、増え続けるサービス利用のための財

●  ●

●  ●
こうした制度 ヒの課題を解決するとともに、障害のある方々が利用できるサービスを充実し、一層の推進を図るために、障害者自立支

援法が制定されました。

0支援費制度における国と地方自治体の
源を確保することが困難であること

○障害者自立支援法のポイント

を支えます

´
力
‘
　
ヽ

′
０

障害のある方々

L9 TAKAMoRT rov/N-2006.3

鷹直菫彊亜圏歴頸璽瓢亜繭囲

Ｕ
Ｄ
住
宅
を
新
築
す
れ
ば
，
金
利

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
に
は
狩
猟

免
許
や
捕
獲
許
可
が
必
要
で
す
！

饉
懸
麗
融露
田
麗
畿
睡
目
目
目
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躍
目
目
目
圃

目
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露
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
十
↑
　
田
　
研

　

一

卜Ｄ

夕
論
え

ム
¨

´
・
　
　

●

え
ヽ

先
島
。
白

一
面
に
敷
き
つ

場
。
歩
け
ば
カ
サ
カ

て
来
ま
す
。
白
木
の
祭
壇
は

す
る
太
平
洋
の
青
い
青
い
海
の
光

で
、
蜃
気
楼
か
、
漂
っ
て
見
え
ま
す
。

大
海
原
を
指
し
、
女
性
だ
け
の
集
団

「巫
女
」
は
、
「サ
ル
タ

。
ル
」
を
迎

え
て
い
ま
す
。
先
頭
に
た
つ
白
装
束

の
老
婆
が
、
両
手
を
高
く
掲
げ
、
指

先
で
祓
う
よ
う
に
酒
を
ち
ら
し
て
い

ま
す
。
回
り
を
囲
む
十
二
名
の
巫
女

は
、
祝
詞
の
問
合
い
に
入
り
、
音
は

重
な
り
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
や
が
て
、

国
上
と
な
り
、
土
地
の
人
と
て
理
解

し
が
た
い
そ
の
一
句

一
句
に
宿
る
と

さ
れ
る
霊
力
は
、神
迎
え
の
儀
式
に
、

遠
く
離
れ
て
そ
れ
に
見
入
る
私
達
に

ま
で
響
い
て
き
ま
す
。
そ
の
神
は
天

空
よ
り
降
り
た
つ
の
か
。
あ
の
青
き

大
海
原
よ
り
お
見
え
に
な
る
の
か
。

つ
い
ぞ
、
聞
き
そ
び
れ
ま
し
た
。

上
在
地
区
か
ら
村
山
に
入
る
地

点
、
須
坂
に
、
そ
れ
は
大
き
な
自
然

石
に
刻
ま
れ
た
、
「猿
田
彦
神
」
の

石
塔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

彦
信
仰
の
中

と
思
わ
れ
ま
す
。

の
出
入
り
口
に
は
、

つ
て
い
い
ほ
ど
に
見
か
け

た

「猿
田
彦
神
」。
旅
人
は
そ
れ
を

見
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
堵
感

と
新
し
い
村
に
入
っ
た
と
知
り
、
或

い
は
そ
の
村
を
過
ぎ
た
事
を
、
知
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
に
な
る

と
、
人
々
の
往
来
は
益
々
盛
ん
と
な

り
、
道
じ
る
べ
が
必
要
で
あ
り
ま
し

た
。
猿
田
彦
は
、
そ
ん
な
分
か
れ
道

等
に
も
設
け
ら
れ
、
旅
の
安
全
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
の
上
在

・
村
山
地
区
は
、

交
通
の
要
衝
で
あ
り
ま
し
た
。
高
千

穂
よ
り
草
部
に
至
り
、
そ
し
て
男
成

り
神
社
に
代
表
さ
れ
る
矢
部
か
ら
、

「
お
池
参
り
」
と
称
さ
れ
た
火
口
信

仰
に
、
遠
く
か
ら
も
望
め
た
村
山
祖

母
神
社
大
杉
が
目
印
で
あ
っ
た
と
、

阿
蘇
家
古
文
書
は
伝
え
ま
す
。
湧
水

あ
る
そ
の
地
か
ら
、
火
口
を
目
指
す

旅
人
に
、
あ
れ
だ
け
大
き
な
自
然
石

に
よ
る
石
塔
を
設
け
た
先
人
。
夏
草

に
も
隠
れ
る
事
な
く
、
人
々
を
送
り

迎
え
、
そ
し
て
疫
病
の
流
入
を
防
ぐ

願
い
が
、
あ
り
ま
し
た
。

私
達
の
村
々
に
は
、
猿
田
彦
神
と

石
に
刻
み
ま
し
た
。
冒
頭
の
、
先
島

で
み
た

「サ
ル
タ

・
ル
」
が
、
そ
れ

で
あ
り
ま
す
。
先
島
に
て
石
刻
の
猿

田
彦
神
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
達
の
神
楽
に
登

場
す
る
、
赤
鼻
の
大
男
猿
田
彦
が
、

女
性
の
集
団
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
ま

す
。
此
処
で
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的

要
素
か
ら
、
や
が
て
誰
で
も
が
加
わ

る
こ
と
が
出
来
る
、
踊
り
と
歌
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
芸
能
は
、
神
様
を

慰
め
る
た
め
に
あ
り
、
そ
し
て
分
か

ち
合
う
の
で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
神
楽
は
、
里
神
楽
で
あ
り

ま
す
。綿
々
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
、

阿
蘇
神
社
神
職
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る

宮
神
楽
と
は
違
い
、
日
本
神
話
が
編

纂
さ
れ
た
後
に
、
日
本
誕
生
神
話
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
娯
楽
性
の
高
い

伝
統
芸
能
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

継
承
は
、
根
拠
を
伴
い
、
説
明
し

う
る
。
そ
れ
が
、
永
遠
の
命
を
授
か

る
の
で
あ
り
ま
す
。
神
楽
に
限
ら
ず
、

私
達
の
伝
統
芸
能
を
み
て
い
る
と
、

こ
の
大
自
然
と
共
生
し
た
、
阿
蘇
に

生
き
た
人
々
の
、
必
然
を
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
き
自
然
か
ら

生
ま
れ
る
音
。
花
が
散
り
舞
う
さ
ま
。

人
生
の
喜
び
悲
し
み
の
し
ぐ
さ
に
歌

詞
を
の
せ
る
。
そ
れ
が
、
説
明
者
を

無
く
し
た
時
、
継
承
は
失
わ
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

野
尻

・
河
原

・
草
部
等
々
、
ハ
ッ

ト
す
る
風
景
に
出
会
い
、
高
森
に
生

ま
れ
た
喜
び
に
ひ
た
り
ま
す
。
毎
週

土
曜
日
の
夜
、
休
暇
村
南
阿
蘇
さ
ん

の
好
意
に
よ
っ
て
、
現
在
は
五
団
体

に
よ
る
伝
統
芸
能
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
鎮
守
の
社
の
舞
が
、
多
く
の
人

達
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
都
市
生

活
者
の
無
く
そ
う
と
し
て
い
る
、
自

然
へ
の
回
帰
を
呼
び
お
こ
し
て
い
ま

す
。
私
達
は
、
そ
れ
が
自
ら
を
高
め

る
と
知
り
、
活
動
の
原
点
で
あ
る
、

自
力
更
生
で
あ
り
ま
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
、
野
尻
の
方
々
が

大
鼓
を
や
り
た
い
と
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
、
東
京
の
舞

台
で
見
た
、
粋
な
い
で
た
ち
に
、
唄

い
な
が
ら
太
鼓
を
叩
く
。
忘
れ
ら
れ

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

E福祉サービスの体系|よこう変わります

E利用者負担のしくみ:まこう変わります

●   ●

●   ●

サービスは、個々の障害のある方々の障害程度や勘案すべき事項 (社会活動や介護者、居住等の状況)

をふまえ、個別に支給決定が行われる「障害福祉サービス」と、市町村の創意工夫により、利用者の方々

の状況に応じて柔軟に実施できる「地域生活支援事業」に大別されます。

「障害福祉サービス」は、介護の支援を受ける場合には「介護給付」、訓練等の支援を受ける場合は「訓

練等給付」に位置付けられ、それぞれ、利用の際のプロセスが異なります。

※サービスには期限のあるものと、期限のないものがありますが、有期限であっても、必要に応じて支

給決定の更新 (延長)が可能となります。

■ 福祉サービスに係る自立支援給付の体系

現行サービス

ホームヘルプ (身 ・知・児・精)

デイサービス (身 ・矢日・児・精)

ショートステイ (身・知・児・精)

グループホーム (知 ・精)

(注)表中の「身」は「身体障害者」、「知」は「知的障害者」、「精」は「精神障害者」、「児」は「障害児」のことです。

利用者負担は、所得に着目した応能負担から、サービス量と所得に着日した負担のしく

み(1割の定率負担と所得に応じた月額上限の設定)に見直されるとともに、障害種別で異な

る食費・光熱水費等の実費負担も見直され、 3障害共通した利用者負担のしくみとなります。

定率負担、実費負担のそれぞれに、低所得の方に配慮した軽減策が講じられています。

重症心身障害児施設 (児 )

療護施設 (身 )

更正施設 (身 ・知 )

授産施設 (身 ・知・精 )

福祉工場 (身 ・知・精)

通勤寮 (知 )

福祉ホーム (身 ・知・精 )

生活訓練施設 (精 )

居
宅
サ
ー
ビ
ス
　
　
施
設
サ
ー
ビ
ス

居宅介護 (ホームヘルプ)

重度訪問介護

行動援護

重度障害者等包括支援

児童デイサービス

短期入所 (シ ョー トステイ)

療養介護

生活介護

障害者支援施設での夜間ケア等

(施設入所支援)

共同生活介護 (ケアホーム)

自立訓練 (機能訓練・生活訓練)

就労移行支援

就労継続支援 (雇用型・非雇用型)

共同生活援助 (グループホーム)

移動支援

地域活動支援センター

福祉ホーム

サービス

人的サービス
食費・

光熱水費
医療費・

日常生活費
人的
サービス

食費・

光熱水費
人的
サービス

食費等
※通所のみ

定率負担
(減免有)

実費負担
(減免有)

実費負担
(医療費は健康保険)

定率負担
(減免有)

実費負担 定率負担
(減免有)

実費負担
(減免有 )
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軽
自
動
車
の
廃
車
・名
義
変
更
の
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

土
地
・家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
及
び
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
開
覧
が
で
き
ま
す

土
地

。
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

高
森
町
に
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る
人

は
、
町
内
す
べ
て
の
課
税
対
象
土
地
及
び

家
屋
の
価
格
等
を
記
載
し
た

「
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
及
び

「
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
を
次
の
期
間
の
み
無
料
で
縦
覧
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
有
す
る
課
税
対
象
資
産
が
土
地
、
家

屋
の
ど
ち
ら
か
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の

資
産
の
帳
簿
だ
け
し
か
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
縦
覧
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
５
月
３１
日

（水
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
縦
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
縦
覧
で
き
る
人

・
高
森
町
に
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て

い
る
人

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族

・
納
税
管
理
人

※
縦
覧
に
あ
た
つ
て
「納
税
通
知
書
」
や
「課

税
明
細
書
」
の
提
示
も
し
く
は
、
運
転

免
許
証
等
に
よ
り
納
税
者
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
開
覧

固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
課

税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
内
容
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
は
、
こ
の
期
間
の
み
無
料

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
閲
覧
期
間

４
月
３
日

（月
）
～
５
月
３１
日

（水
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
閲
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

各
出
張
所

○
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
の
所
有
者

（納
税
義
務
者
）

。
所
有
者

（納
税
義
務
者
）
と
同
居
の
親
族

・
納
税
管
理
人

・
借
地
人

・
借
家
人

（貸
借
に
か
か
る

資
産
の
み
）

※
右
記
以
外
の
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

借
地
人

・
借
家
人
に
つ
い
て
は
、
当

該
資
産
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類

（契
約
書
等
）
を
提
示
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

上
井
加
根
女

浦
塚
　
南
天

忘

れ

て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

に
所
有

（登
録
）
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
使
用
し
て
い
な
か

っ
た
り
、
他

の
人
に
譲

っ
た
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
は
、

廃
車

。
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
森
町
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
等

が
盗
難

（警
察

へ
届
出
が
必
要
）
に
あ

っ

た
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
し
た

場
合
に
も
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
先

①
高
森
町
ナ
ン
バ
ー

ー
２
５
ｃｃ
ま
で
の
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業

用
車

（ト
ラ
ク
タ
ー
）
等

税
務
課
町
民
税
係

②
熊
本
ナ
ン
バ
ー

・
軽
４
輪
車
、
１
２
６
～
２
５
０
ｃＣ
の
２

輪
車
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１４
番
６
号

ｈ
０
９
６
‐
３
６
９
‐
７
９
２
０

。
２
５
０
ｃｃ
を
超
え
る
２
輪
車

熊
本
陸
運
支
局

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１４
番
３５
号

Ｌ
０
９
６
‐
３
６
９
‐
３
１
８
９

０
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
高
森
町
ナ
ン
バ
ー

印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
熊
本
ナ
ン
バ
ー

印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
車
検

証

（車
検
が
あ
る
車
両
）
、
新
名
義
人

の
住
民
票

颯
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
町
民
税
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
・１
６
５
）

●

鍋
　
よ
う
よ
し
帰
省
し
た
ご
た
る

史芸

い
っ
ぱ
い
　
凶
器
に
も
な
る
屋
根
の
雪

温
泉
旅
行
　
良
か
ァ
さ
な
ぶ
り
だ

っ
た
ば
な

正
月
早
々
　
日
本
列
島
冷
凍
庫

打
ち
解
け
て
　
仲
人
抜
き
の
披
露
宴

ぼ
た
ん
鍋
　
外
は
朝
か
ら
ぼ
た
ん
雪

犬
の
お
散
歩
　
別
宅
迄
の
フ
ル
コ
ー
ス

ぼ
た
ん
鍋
　
畑
荒
ら
し
た
敵
討
ち

温
泉
旅
行
　
昔
の
地
図
に
ゃ
無
ア
旅
館

危
険
が
い
つ
ぱ
い
　
メ
ル
友
は
牙
隠
し
と
る

POETRY PACE

森 森 後 岩 本 瀬 本
藤 下 田 田 田

ワll
子

す
じ
か
い

が
い
っ
ぱ
い
　
壁
の
筋
違
頼
も
う
か

●

●

岡
本
　
琴
司

後
藤
　
愛
子

桐
原
　
白
酔

田
上
黙
公
子

佐
藤
多
可
雄

後
藤
　
信
子

馬
原
　
馬
笑

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

林
　
　
不
忘

渡
辺
　
雲
海

●

危
険
が
い
っ
ぱ
い
　
頼
ま
に
ゃ
で
け
ん
雪
降
ろ
し

正
月
早
々
　
礫
か
れ
た
方
も
屠
蘇
機
嫌

年
の
瀬
の
八
十
年
目
の
大
寒
波

初
雪
の
朝
日
に
光
る
獣
道

け

む

初
煙
り
ま
と
ひ
て
阿
蘇
の
晴
れ
姿

い
た
だ
い
た
初
秋
日
記
す
句
集
か
な

古
柱
ま
だ
落
ち
つ
か
ぬ
初
暦

雪
の
下
タ
カ
ナ
の
青
さ
く

っ
き
り
と

良
き
年
で
あ
れ
と
迎
へ
る
節
の
分

初
博 男

京
子
法
龍
政
隆
正
六

境省では、昭和 60年度から「国立公園パーク

ボランティア制度」を設け、自然を愛する方々

に全国の国立公園において、自然解説や清掃活動な

どを通して活躍いただいています。

阿蘇くじゆう国立公園阿蘇地域においても、平成

6年度より「阿蘇地区パークボランテイアの会」を

組織し、阿蘇の自然を守るために自然観察会等の活

動を阿蘇郡市内で行っています。今回、新たに活動

に参加していただける方を募集することとなったた

め、活動に必要な基礎知識を習得していただくため

の「研修会」を実施します。

「研修会」は年に 1度の実施であり、「研修会」に

参加することで、正式な「阿蘇地区パークボランティ

アの会」の会員に認められるため、会員希望の方は

事前に申込の上、ぜひ、ご参加ください。

○日 不呈 4月 8日 (土 )～ 9日 (日 )1泊 2日
○場 所 国立阿蘇青年の家
○持ち物 筆記用具、洗面道具、寝具、野外活動が

できる服装

○参加費 懇親会費 2,000円 (懇親会参加希望者のみ)
宿泊費  1,260円 (夕食・朝食費を含む)

《阿蘇地区パークボランティアの主な活動》
・自 然 観 察 会 :自 然観察会の企画・運営
・清 掃  ,舌  動 :国立公園内の清掃活動
・希少動植物の保護 :希少動植物保護のための巡視
・阿蘇草原再生事業 :草刈 り、野焼き等の作業

■お申し込み 。お問い合わせ先

環境省阿蘇自然環境事務所 担当 :篠崎
■L0967… 34-0254

′
■
▼

′ワ
′

Tロロ

I哀

ｆ
ヽ
Ｊ

″
■■■■■
■7

`′ヽ ヵ
″
″

′
■■■■

■■■■■
■
″

″ ▲
″

可
■■■■■

r
′

阿蘇地区

箋

Pork Volunteer

肥

後

狂

句

　

弥

生

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

俳

　

　

句
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税
務
広
報
●

こ
の
社
会
　
　
一
●

■

●

み
な
た

の
一雛
が
生
き
て
い
る
●

●_r、

そ
う
な
ん
だ



国税庁ホーム
ページ

「確定申告書等作

http://WWW口 n
成コーナー」でll

lta.go.ip

●

断得偏
濾作にI議睾儀な 早

め
の
申
告
と
納
税

平
成
１７
年
分
所
得
税
、

贈
与
税
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税

の
申
告
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

阿
蘇
税
務
署

で
は
、

庁
舎
向
か

い
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ビ

ル
に

「
確
定
申
告
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
申
告
期
限

間
際
に
な
り
ま
す
と
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す

の

で
、
早
め
の
申
告
と
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
所
得
税
、
贈
与
税

の

申
告
と
納
税
は
３
月

１５
日
（水
）
ま
で

※
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税

の
申
告
と
納
税

は

３
月

３１
日

（
金

）

ま
で

祓
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

春
休
み
は
、
少
年
の
非
行

・
家
出
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
犯
罪
等
の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
言
葉
や
生
活
態
度
に

注
意
し
て
、

。
帰
宅
時
間
が
遅
く
な
る
。

・
深
夜
外
出
、
無
断
外
泊
が
多
く
な
る
。

・
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落
ち
着
き
が
な

く
な
る
。

・
携
帯
電
話
の

ク出
会
い
系
サ
イ
ト
″
を
頻
繁
に
利
用

す
る
。

な
ど
、
非
行
に
至
る
恐
れ
が
あ
る

「兆
し
」
を
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
行

っ
て
非
行
の
未
然
防
止
に
努
　
一

め
ま
し
よ
う
。

○
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
を
排
除
し
よ
う

。
子
ど
も
の
通
学
路
や
遊
び
場
等
の
近
く
に
、
有
害
な

環
境
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
有
害
環
境
排
除
運
動
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

・
法
律
違
反
等
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
警
察
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
９
０
３
４

な
ど
の
緊
急
の
場
合
は
１
１
９
番
ヘ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う

２
０
０
６
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
が
３
月
よ
り

加
入
受
付
開
始
！
　
子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
し
て
万

一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
ま
し
よ
う
。

心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
に
対
し
て
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

掛
金

・
補
償
内
容
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲

「団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動
中
」
の
事
故
と

「そ
の
往
復
中
」

の
事
故

（学
校
の
管
理
下
を
除
く
）

「Ａ
Ｗ
」
に
お
い
て
は

「団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動
中
と
そ

の
往
復
中
」
と
そ
れ
以
外
の

「個
人
活
動
中
」
の
事
故

（学
校
の

管
理
下
を
除
く
）

※

「Ａ
Ｗ
」
に
お
け
る
「個
人
活
動
中
」
の
傷
害
保
険
事
故
の
場
合
に
は
、

日
射

・
熱
射
病
及
び
細
菌
性
食
物
中
毒
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

「子
ど
も
と

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
大
人
」
と
は
、
子
ど

も
へ
の
実
技

。
理
論
指
導

。
そ
の
補
助
な
ど
を
行
う
高
校
生
以
上

の
生
徒
、
学
生
、
社
会
人
な
ど
を
言
い
ま
す
。

※

「子
ど
も
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
わ
な
い
大
人
」
と
は
、
子
ど

も
の
団
体
活
動
の
支
援
と
し
て
、
団
体
員
の
送
迎
、
応
援
、
活
動
の

準
備

。
後
片
付
け
の
み
を
行
う
高
校
生
以
上
の
生
徒
、
学
生
、
社

会
人
を
言
い
ま
す
。

○
保
険
期
間

。
平
成
１８
年
４
月
１
日
～
平
成
１９
年
３
月
３１
日

（３
月
中
に
申
込
の
場
合
）

。
掛
金
を
振
込
ん
だ
日
の
翌
日
～
平
成
１９
年
３
月
３１
日

（４
月
１
日
以
降
に
申
込
の
場
合
）

″

(加入区分 ごとに 5人以上でご加入ください)

春
休
み
中
の
少
年
の
非
行
・家
出

を
防
止
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
に
届
出
が
必
要
な
行
為

・
野
焼
き

（届
出
が
必
要
）

・
枯
れ
草
等
の
焼
却

（消
防
署
に
電
話

で
Ｏ
Ｋ
）

・
屋
外
で
の
煙
殺
虫
剤
の
使
用

（消
防
署
に
電
話
で
Ｏ
Ｋ
）

。
他
か
ら
見
て
火
災
と
思
わ
れ
る
行
為

（消
防
署
に
電
話

で
相
談
）

救
急
マ
メ
知
識

・
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

「激
し
い
頭
痛
」
。

・
歩
こ
う
と
し
て
も
、
歩
け
な
い
。

・
目
ま
い
が
す
る
。

・
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
。

こ
ん
な
症
状
の
と
き
は
、
脳
卒
中
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。

今
は
、
対
応
が
早
い
ほ
ど
治
る
確
率
が
高
い
の
で
我
慢
せ

ず
に
、
「
１
１
９
」
し
て
く
だ
さ
い
。

●  ●

●   ●

0●00■001000

見
は
り
役

・中学生以下の子ども

・スポーツ活動を行

わない大人

A 500円 2,000万 円 3,000万 円 4,000円 1,500円

身体賠償

財物賠償

1 人  1億円
1事故  5億円

1事故 500万 円

(免責 1,000円 )

上記補償に

身体・財物賠償合算

1事故 500万 円を加算

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

|

2,100フラ円 5,000円

体 活
3,150万 円

)

2,000円

(団 動 中

対象外

・中学生以下の子ども AW 1,050円

(個
100万円

人 活
150万円

動 中
1,000円

)

500円

身体・財物賠償合算

1事故 500万 円
(免責 1,000円 )

AC 1,000円 1,000万 円 口,500万 円 2,500円 口,000円

C 1,500円 2,000万 円 3,000万 円 4,000円 1,500円

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

・ A・ AWの子 どもと
一緒にスポーツ活
動を行 う大人 (指
導者など)
※ 5人以上の子ども
と一緒に加入 して
ください

A 500円 2,000万 円 3,000フテ円 4,000円 1,500円
・高校生以上の文化

活動団体

・老人クラブなどの

団体
B 800円 600万 円 900万 円 1,800円 1,000円

C 1,500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

500万 円 750万 円 1,800円 1,000円

1 人  1億 円
1事故  5億 円
(免責 1,000円 )

η事故 500万円

(免責 1,000円 )

1人 1億円

1事故  5億円
(免責 1,000円 )

1事故 500万 円

(免責 1,000円 )

身体賠償

財物賠償

身体賠償

財物賠償

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

・高校生以上のスポーツ

活動団体 (野 外活

動、身体運動を含む)

危険度の高いスポー

ツ活動
D 9,000円

■お問い合わせ先   スポーツ安全協会熊本県支部 TEL 096-388-1581
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子
一ど
．ｔ

，
一団
体

■
口

燃
　
・

対象となる自体 区分 掛 金
1傷|■害■保 険 (補償額,

申 斡 融

(補償限度額)死亡 後遺
障害
三 音
審 甲

入脱
(早薇)

1通院
(日1額)

大
一人
一０
一日
一体



01_● み
ん
な
が
や
さ
し
く
な
れ
る

阿
日  、口

'

こ

う

れ

●

し

ゃ

　

　

じ

ん

け

ん

高
齢
者
の
人
権

ど
ん
な
人
権
問
題
が
あ
る
の
？

●
生
活
上
の
人
権
侵
害

年
齢
を
理
由
に
、
就
業
な
ど
社
会
参
加
の
機
会
が
制
限

さ
れ
る
、
住
宅
の
賃
借
を
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
生

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
悪
質
商
法

の
被
害
に
あ

っ
た
り
す
る
例
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

●
虐
待
虐
待
の
原
因
と
も
な
る
介
護
者
の
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を

緩
和
す
る
た
め
の
、
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
法
整
備
に
向
け
た

検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
身
体
拘
束

高
齢
者
が
転
倒

・
転
落
し
な
い
よ
う
に
ベ
ル
ト
で
車

い

す
に
縛

っ
た
り
、
自
分
で
降
り
ら
れ
な
い
よ
う
に
ベ
ツ
ト

を
柵
で
囲
む
な
ど
、
高
齢
者
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
は
、

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
？

人
は
誰
で
も
高
齢
に
な
る
と
、
身
体
の
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
そ
の
中
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
生
活
を
維
持
し
、

ち
し
き
　
　
け
いけ
ん　　　
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
やか
いか
つど
う
　
　
つづ

知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
社
会
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
、
私
た
ち
誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
す
べ
て
の
人
が
豊
か
な
高
齢
期
を
過
ご
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
に
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
高
齢
期
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
高
齢
者
と
接
し
、
何
が

で
き
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●

●   ●

●

L
■■ロ

L

草
原
や
丘
や
泉
が
お
り
な
す
美
し

い
自
然
景
観
や
、
昔
か
ら
穏
や
か
に

つ
む
い
で
き
た
人
々
の
暮
ら
し
が
残

る

ク南
阿
蘇
ク
。
そ
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
を
絵
本
に
見
立
て
、
み
ん
な

が
や
さ
し
く
な
れ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
そ
う
と

「
南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く

に
」
が
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
５

月
２０
日

（土
）
、
２１
日

（日
）
に
は
絵

本
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
展

開
す
る
イ
ベ
ン
ト
「南
阿
蘇
え
ほ
ん
の

く
に
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
す
る
実
行
委
員
会

（宮
本
孝

志
委
員
長
）
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
、
①
南
阿
蘇
地
域
の
美
し
い
自

然
と
暮
ら
し
を
守
り
、
そ
の
環
境
を

子
ど
も
た
ち
の
世
代

へ
と
残
し
て
い

く
こ
と
。
②
絵
本
を
見
、
読
み
、
作

る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
も
大
人

も
命
を
慈
し
む
、
豊
か
な
や
さ
し
い

感
性
を
育
む
こ
と
。
③
南
阿
蘇
地
域

が
持

つ
す
ば
ら
し
い
絵
本
的
な
世
界

の
魅
力
を
発
見
し
、
新
た
な
文
化
を

創
造
す
る
こ
と
。
④
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
、
住
民
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
南
阿
蘇
を
作
る
こ
と
。
⑤
南
阿

蘇

「
え
ほ
ん
の
く
に
」
を
全
国
に
発

信
し
、
地
域
間
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
。
を
進
め
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
会
と
は
別
に
、

高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、
西
原
村
、
上

益
城
郡
山
都
町
の
住
民
で
構
成
す
る

「く
に
づ
く
り
会
議
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
主
に
イ
ベ
ン
ト
後
に
地
域
で
行

っ

て
い
く
活
動
を
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
、
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

下
記
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

絵
本
を
集
め
て
い
ま
す
！

皆
さ
ん
の
お
う
ち
に
読
ま
な
く
な

っ
た
絵
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に
」
で
は
、

引
退
し
て
い
る
絵
本
に
も
う

一
度
活

躍
し
て
ほ
し

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か

の
お
店
、
ど
こ
か

の
お
宿
、

み
ん
な
が
集
ま
る
と
こ
ろ
、
誰
か
の

お
う
ち
…
ど
こ
か
で
再
び
、
子
ど
も

た
ち
や
大
人
の
人
た
ち
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
何
度
も
読
み
返
し
た
、

思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
素
敵

な
絵
本
を
、
「南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に
」

に
送

っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

※
お
送
り
い
た
だ
い
た
絵
本
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
、　
県
内
外
か

ら
来
ら
れ
る
お
客
様
に
お
貸
し
し

た
り
お
送
り
し
て
読
ん
で
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
汚
れ
た
り
破
れ
た
り

し
て
い
る
本
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
絵
本
の
送
料
は
、
お
送
り

い
た
だ

く
方
の
ご
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
送
り
い
た
だ
い
た
絵
本
は
お
返

し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

慇
絵
本
送
付
先

。
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

８

６

９

‐
１

６

０

１

阿
蘇

郡
高

森

町
大
字

上
色

見

１

３

９

０

‐
１

南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に
実
行
委
員
会

事
務
局

■
０
９
６
７
‐
６
２
‐
０
１
２
３
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国民年金だより

第3号被保険者の届出が遅れた場合、直近2年より以前の期間は「保険料の未納の取り扱い」となつていました。
このため、平成6年改正で3号特例制度を実施し、平成14年度からは届出を配偶者の事業主経由とすることで、
第3号被保険者の届出もれの防止を図つてきたところです。
しかしながら、現在でも3号未納期間を有する方がいまだ多数存在することから、制度の見直しが図られ、届出
を行うことにより保険料納付済期間として扱う、「第3号被保険者の未納期間に係る届出の特例」が設けられました。

● 昭和61年 4月 1日 から、平成 17年4月 1日
前の期間

既に届出がされている方の 3号未納期間は、業務セ
ンターにおいて一括して3号納付期間への記録変更が

行われますので届出は不要です。

なお、該当する方で年金受給者の方は、社会保険庁

において年金額の改定を行いますので届出は必要あり

ません。

0平成 17年 4月 1日以降 (平成 19年 4月 1日
以降に発生)
2年以上さかのぼって第 3号被保険者の届出が行
われることにより発生する 3号未納期間については
やむを得ない事由があると認められる場合に特例の

届出をしていただくことにより処理を行います。

03号記録が未整備の場合 (昭和61年 4月 1日から、
平成 17年4月 1日前の期間の未届)

・58歳時の年金加入記録の事前通知
・年金の裁定請求時
・ポイント制導入時の記録整備の際に整備を行います。

3号該当届出の特例は恒久措置であり、届出期限は

ありません。

3号特例届出があつた場合には、その届出が
あつた日以降、保険料納付済期間に算入します。

したがつて、過去に遡及して給付が発生したり、

年金額が改定されたりすることはありません。

老齢基礎年金の受給権者から、 3号特例届出
があつた場合には、届出のあつた日の属する月

の翌月から年金額を改定します。

⑮ 愕 ‐ KAMOШ  TOWN‐ 200`.3

「年をとったから」らてヽ 自分のやりたいこと
をあきらめなけれな|ヽけな

'ヽ

あですか?‐

―じん け ん

1曝
=躁
1帥簿螺

第3号被保険者の未納期間に係る届出の特例

ハ

こ 特例届出の効カ

ハ
・ (【
U 老齢基礎年金の額の改定

『
ロ
ロ 届出について



保
健
師
か
ら
あ
な
た
へ
の

イ

ン
ス
リ

ン

係4雛体
に
は
約
６０
兆
個
の
細
胞
が
あ
り
、
細

胞
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
糖
や
脂
肪
が

必
要
で
す
。
糖
や
脂
肪
が
細
胞
の
中
に
入

る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
が
イ
ン
ス
リ
ン

で
す
。

２０
歳
の
２
／
３
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

③
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
に
よ
る
肥
満

食
べ
過
ぎ
や
飲
み
す
ぎ
で
大
る
と
い
う

こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
が

必
要
と
な
る
た
め
に
、
す
い
臓
が
疲
労

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
３
つ
の
こ
と
が
あ
る
と
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
少
な
く
な

っ
た
り
、

イ
ン
ス
リ
ン
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
く

な

っ
た
り
し
ま
す
。
逆
に
イ
ン
ス
リ
ン
が

う
ま
く
働
か
な
い
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

イ
ン
ス
リ
ン
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い

よ
う
な
現
象
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
と
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
で

き
る
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
の
イ
ン
ス
リ
ン
は
大
文

夫
な
の
か
？
必
要
量
き
ち
ん
と
分
泌
さ
れ

て
い
る
の
か
？
な
ど
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
イ
ン
ス
リ
ン

の
状
態
を
知
る
た
め
の
検
査
に

『
７５
ｇ
糖

負
荷
試
験
』
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
内
臓

脂
肪

（腹
囲

男̈
８５
ｃｍ
以
上
、
女
９０
ｃｍ
以

上
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
２５
以
上
）
が
あ
り
、
軽

度
の
高
血
圧
や
高
脂
血
症
が
あ
る
方
を
対

象
に
、
生
活
習
慣
病
か
ら
重
大
な
合
併
症

を
防
ぐ
た
め
に
、
検
査
を
通
し
て
イ
ン
ス

リ
ン
節
約
生
活

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
保
健
師
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鯰
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●

係話んイ

ン

ス

リ

ン

は

け
”
丁

れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
糖
や
脂
肪

（中
性
脂

肪
な
ど
）
の
代
謝
に
重
要
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
働
き
は
体
の
中
で
唯

一
イ

ン
ス
リ
ン
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
イ
ン

ス
リ
ン
は
永
久
に
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
に

は
下
記
の
３
つ
の
こ
と
が
大
き
く
影
響
し

て
い
ま
す
。

①
糖
尿
病
の
遺
伝
の
有
無

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
は
遺
伝
的
素
因
で
少

な
く
な
り
ま
す
。

②
す
い
臓
の
老
化

イ

ン
ス
リ
ン
は
す

い
臓
で
作
ら
れ
ま

す
。
そ
の
す
い
臓
が
老
化
す
る
こ
と
で
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
６０
歳
を
過
ぎ
る
と

(平成 18年 3月 18日改正 )

膨晰>高森行

師立野行

※全ての列車が JR豊肥本線に接続して
※トロッコ列車は3月 19日 から 11月

※23列 車は土、日、
※ 8016列車は トロ

まヽす。

19日まで 日、祝日運転しますの上、

月 3

ッコ列車が運転しない場合運転します。

●   ●

●

ただし、 3月 25日～4月 9日、7月 2]日～ 8 1日は毎日運転します。
祝日及び 3月 25日～4月 9日 、7月 2 1日～ 8月 31日、12月 23日 ～ 1月 8日 は運転しません。

11 TAKAMORI To\rN-2006.3
■

南「可蘇鉄頂夢』車時刻表

6: 18 6:2] 6:24 6:29 6:33 6:363 6:06 6: 13 6: 15
7:39 7:42 7:45 7:49 7:53 7:58 8:0]5 フ :30 7i37

8:41 8:458:2] 8:23 8126 8:29 8:32 8:377 8i]4
9:56 10:01 10i06 10:]0 10:]49 9:41 9:48 9:50 9:53
]]:25 1]:29 ]]:33 1]:38 ]1:41] ]]:10 ]]i17 11:19 ]]:22

11:52 11:59 12:20 12:28 12:42トロッコ列車 30 11:45
13:20 13:2413:00 13:02 13:05 13:08 13:]] 13i1613 12:53

13:57 ]4:01 14:0413i40 ]3:42 13:45 13:48 13:5215 13i33
14:54 14:58 15:03 15:0614:35 14:42 14i44 14i47 14i50]7

]5:46 15i49 15i52 15:56 16:00 ]6:05 16:0819 15:37 ]5:44
16:5316:11 16:19 16:25 16:30 16:40トロッコ列車 15:55

17i33 17:38 17:4117:17 ]フ :19 17:22 1フ :25 17:2921 ]フ :10
18:51 18:54 ]8:57 19:01 ]9:05 19:10 19:1323 ]8:42 ]8:49

19:49 19:5319:29 19i31 ]9:34 19i37 ]9i40 19:4525 19:22
20i51 20i55 20:5920:28 20:35 20:37 20:40 20:43 20:4627

21 :53 21:57 22102 22:0529 21 :34 2]:41 2]:43 21:46 21 :49

阿蘇下田長 陽立 野列車番号 高 森見晴台阿蘇自川中 松自水高原

5:55 5:57 6i035:39 5:43 5:47 5:50
圏L蔵」ロ

5:37 5i52
6:29 6i32 6:34 6:404 6:14 6: 16 6:20 6:27

7:49 7:52 7:54 7:57 7:59 8:056 7:39 7:41 7:45
9: ]58:55 8:59 9:02 9:04 9:07 9:098 8:49 8:51

10:02 10:07 10:12 10:17 10:21 10:35トロ,コ列車 9:40 9:52
10i42 10:45 10:47 ]Oi50 10:52 10:5810 10:32 ]0:34 10:38

]2i3712:16 12:20 12:23 12:26 12:29 12:3112 12:10 12:12
13:21 13:2フ13:03 13:07 13:11 ]3:]4 13:17 ]3:]914 ]3i01

14:03 14:05 14:09 14:24トロッコ列車 13:32 13:43 13:52 13:57
14:1713:43 13:52 13:57 14:03 14:05 14:098016 13:32
15:1]14:50 14:54 14i57 14:59 15:02 15:0416 14:44 14:46

16:4] 16:47]6:20 16:22 16:26 ]6i30 16:33 16:36 ]6i3918

18:1817:58 18:02 18:05 18:07 18:]O 18:1220 17:52 17:54
19: ]] 19:1718:52 18:56 19:Ol 19:04 ]9i06 19:0922 18:50
20:18 20:2420:00 20:04 20:08 20:10 20:13 20:1624 19:58

21:21 21 :23 21 :2926 21 :03 2]:05 21 :09 21:13 2]:15 21:18

高 森 長  陽カロ 勢阿蘇下田自水高原中 松阿蘇白川見晴台 立  野

輩
ニン

身ツ,

□材料 (8枚分 )

じゃがいも2個、ハム2枚、ピー

マン1個、玉ねぎ 1/2個、コー

ン大さじ2、 バター適宜、サ

ラダ油適宜

(A)

卵 1個、小麦粉大 さじ 3、 粉

チーズ大さじ 3、 塩小さじ14

(馬原大空くんの作品)

□作り方

①じゃがいもは皮をむいて水にさらしておく。

②ハム、ピーマンは1センチ角に、玉ねぎはみじ

ん切りにし、バターで炒める。

③①のじゃがいもをすりおろし、(A)と②を加え

てよく混ぜる。

④フライパンにサラダ油をひき、③を流し入れ両

面を色よく焼く。

じゃがいものバンケーキ

膀ふ懸
仄

Qハ
V″

14

加 勢

健

口」L_

崖

2

6:24

ユTコンク■んすまいるフエス,"

魃
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中
心
市
街
地

一
帯
で
第
２７
回
高
森
町
交

通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
駅
伝
は
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、

健
康
づ
く
り
と
親
睦
で
明
る
く
活
気
に

満
ち
た
町
を
つ
く
ろ
う
と
町
体
育
協
会

が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
大
会

に
は
町
内
の
駐
在
区
や
職
場
、
学
校
な

ど
か
ら
３８
チ
ー
ム
が
参
加
。
早
春
の
さ

わ
や
か
な
風
の
中
、
選
手
た
ち
は

「交

通
安
全
」
を
訴
え
な
が
ら
懸
命
に
走

っ

て
い
ま
し
た
。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

新酒とふるさとの味まつり開幕盛大にオープニングセレモニー

早春の高森の大イベント「新酒とふるさとの味ま

つり」がオープニングセレモニーで開幕しました。

これは町観光協会主催で18回 目。南阿蘇鉄道のイ

ベント列車は立野駅を出発 し、約1時間かけて高森

駅へ。車内では約80人の参加者が新酒や田舎料理を

堪能しました。自然公園案内人の山村膳護さん (高

森・下町)に よる南阿蘇の自然や歴史についての解
説や、後藤亮子さん (高森・横町)の歌声に合わせ
参加者たちが「春よ来い」や「ふるさと」を合唱す

るなど、車内は大盛り上がりでした。

高森駅に到着した参加者たちは「草部吉見神社」を

見学した後、竹灯篭約700本が飾られた奥阿蘇物産館
へ移動。鏡開きでオープエングを祝い、草部吉見神社

の夜神楽を見ながら郷土料理などを味わいました。

ひと足早く高森の味を満喫した参加者たちは、大

満足の様子で帰っていきました。

3月 12日 (日 )正午からは高森駅前公園でラスト
イベントが開催されます。

●  ●

●

吉良禎人さん・大塚弘倫さん口岩下清さん

交通栄誉章受章
第46回交通安全国民運動中央大会の席上におい

て、阿蘇南部地区交通安全協会の会長を務める吉

良禎人さん (高森・横町)が緑十字金章、会計を務め
る大塚弘倫さん (高森・下町)と色見支部長を務める ●
岩下清さん(色見・山鳥)が緑十字銀章を受章しました。

吉良さんは「皆さんの代表でいただいた章と思ってい

ます」と話していました。

また、3人それぞれの配偶者にも

感謝状が贈呈されました。

第27回高森町交通安全宣言駅伝大会 早 春 の 高 森 路 を 38チーム が 力 走 !

幼 0保・小連携モデル推進協議会講演会

岸信子さんがやってきた
高森総合センターで「幼・保・小連携モデル推進

協議会講演会」が開かれました。

講師は “熊本の大家族''と して有名な宇土市の岸

信子さん。「七男三女の子育て日記」と題した講演会

では、自らの体験をもとに岸さん流の子育て方法や

子どもとの向き合い方などについて講演しました。

参加 した約150人は、終始真剣な表情で聞き入っ

ていました。
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